
全国拡大教材製作協議会 世話人会  ４月定例会 議事録 
 
日時・場所  ２０１４年 ４月２３日 １３：３０～    東京都障害者福祉会館 

出席者    佐藤、猪狩、北島、後藤、傍島、津布久、原、寺本、松井 

 

０．本日の書記と検証の方を選出               書記 原  検証 寺本 

議事                                 

１．事務連絡 

２．会計監査 報告 

３． ２６年度代表者会議 審議議案の最終確認とまとめ 

４． ２６年度代表者会議 準備 

５． 製作実績の収集状況と状況の検討 

６． その他 

 

内容 

 １． ・会員情報  退会 拡大写本グループはなみずき 

              天王寺区拡大写本ボランティア 

              香芝拡大写本トンボの会 

              東淀川区ボランティア拡大写本ルーペ  会員数５６グループ 

    ・代表交代  ２グループより報告有 

    ・２６年度用会員名簿作成  内容確認、ＨＰ掲載の名簿と差し替えることとした 

    ・最終会計報告 

 

 ２．会計監査より監査終了の報告 

 

 ３．平成２６年度代表者会議の案内書、議案書、出欠席および委任状ハガキ 

 内容を確認し一部修正 

 

 ４．平成２６年度代表者会議 会員懇談会準備 

    会員懇談会 討議の進め方について提案と説明有  検討は次回世話人会へ 

    当日の対応 担当割表の説明と提案有  上記と同様繰り越し 

 

 ５．製作実績 今年度分は月末の〆切を待ってまとめる 

月末時点で未提出の会員へはメールなどで連絡することも検討 

 

 ６． ・教科書以外の拡大依頼について 

      進捗状況の報告  

    ・案内書、議案書、案内地図、返信はがきの印刷と発送 

 

 

 

 

 

 

 

次回世話人会の予定等。 

  ５月 ７日  臨時世話人会 

１３：３０～   東京都障害者福祉会館に於いて 



2014 年 5 月 

全国拡大教材製作協議会 5 月臨時世話人会議事録 

 

日時・場所 2014 年 5 月 7 日 13：30～  東京都障害者福祉会館 

出席者   佐藤、猪狩、北嶋、後藤、傍島、津布久、原、松井、伊藤、寺本 

（書記 寺本、検証 猪狩） 

 

議事・内容 

1. 事務連絡 

・会員情報  退会 鶴ヶ島拡大写本の会  会員数 55 グループ                                                        

・代表交替    3 グループより報告有 

・教科書の共作専門チーム関連状況 

サンプル作成完了、5 月 23 日午後打ち合わせ予定 

・26 年度 公表配布用名簿作成 

・代表者会議 出欠回答状況  9 グループ返信 

 

2. ｢26 年度定時代表者会議｣の準備 

・議事進行手順、係分担を決めた 

・会員懇談会の係分担、討議の進め方、配布資料を決めた 

 

3. 許諾請求の統一様式の検討  

 

4. 製作実績の収集状況と状況の検討 

  再度 10 日を締切として請求する 

 

5. その他 

・助成金の申請を行う 

 

 

 

 

 

 

次回世話人会の予定 

  5 月 14 日 臨時世話人会 13：00～  東京都障害者福祉会館に於いて 

       内容 代表者会・会員懇談会の準備、資料印刷 



2014 年 6 月 

全国拡大教材製作協議会 世話人会 ６月  議事録 

 

日時・場所 2014 年 6 月 25 日 13：30～  東京都障害者福祉会館 

出席者   佐藤、猪狩、北嶋、後藤、傍島、津布久、原、伊藤、寺本 

（書記 猪狩、検証 北嶋） 

 

議事・内容 

1. 事務連絡 

・助成金   申請が受理され、8 月に選考が行われる 

・会員情報  会員数 55 グループ＋個人 1 人                                                        

26 年度代表交替は 13 グループ報告有、宛先のみ変更 1 グループ 

変更届けの書類に不備のグループがいくつかあり現在問い合わせ中 

・ＨＰ掲載  状況を報告 （議事で協議事項あり） 

・就学奨励費 25 年度に法令の一部改訂があった（内容の学習が必要） 

                       

2. 議事 

① 「第 17 回定時代表者会議」「会員懇談会」の整理 

26 年度代表者会議の議案はすべて議決され、ＨＰに掲載 

25 年度活動報告・26 年度活動計画をＨＰに掲載 

 会員懇談会のまとめをＨＰに掲載 

② 26 年度、27 年度世話人会の役割決定 

 代表世話人は佐藤邦隆氏が再任、その他の役割は 7 月の会報で報告 

③ 公的要請のために検討 

「会員懇談会のまとめ」で報告の通り全国協議会とし公的要請を行うことが決議されたことを受け 

て、内容の検討 

④ 「拡大写本の今後をさぐる」第 3 回勉強会の企画 

日程：11 月下旬の予定  場所：東京都障害者福祉会館 

内容：拡大教材利用者の理解を深める（仮） 

⑤ ＨＰの改訂 

ＨＰの構成の見直し、リンク先の見直し（利用者サイドのリンク先を加える） 

⑥ 基金の設立の検討 

助成金が承認された場合には基金を設立し運用していくことを検討 

 

3．その他 

  ・26 年度会費の請求手続き 

   7 月に請求書を発送の予定 

 

 

次回世話人会の予定 

  ７月 23 日 定例世話人会 13：30～   

   東京都障害者福祉会館に於いて 



2014 年 ７月 

全国拡大教材製作協議会 世話人会 ７月  議事録 

 

日時・場所 2014 年 ７月 23 日 13：00～  東京都障害者福祉会館 

出席者   佐藤、猪狩、北嶋、後藤、傍島、津布久、原、伊藤、寺本 

（書記 北嶋、検証 後藤） 

 

1. 事務連絡 

・会員情報  退会 浜松図交会  会員数 ５４Ｇ＋個人１ 

・ＨＰ掲載  6 月議事録 代表者会議で承認された活動報告・計画 

       6 月に提案された「リンク先の見直し（利用者サイドのリンク先を加える）」 

       について１つ試してみたが今のところ反応がない 

・ＨＰ情報 弱問研ＨＰリニューアル 「私達の提言」要望書など今までの経緯が掲載  

ＵＲＬは会報に掲載（kyoulasyo→kyoukasho）に訂正 

                       

2. 議事 

① 文部科学省への弱問研との共同要望書素案について検討 

高等学校の検定教科書と拡大教科書との差額補償，就学奨励費の副教材購入枠の増額など 

より現実的な要望を再度検討 

② 「拡大写本の今後をさぐる」第 3 回勉強会の企画 

実行委員長を決め，開催に向け準備を始めた 

 

3．その他 

 ・第 47 号会報の発送 

 ・代表者会議懇談会資料を欠席Ｇに発送 

 ・26 年度会費の請求書を発送 

・会員への連絡を円滑にするため，毎年３月会報発送時に「会員登録届(登録・変更)」を同封し 

代表者の交代の有無を報告してもらう 

 

次回世話人会の予定 

  8 月 27 日 定例世話人会 13：30～   

   東京都障害者福祉会館に於いて 



 

 

全国拡大教材製作協議会 世話人会 8 月定例会 議事録 
 
日時・場所  ２０１４年８月２７日 １３：３０～    東京都障害者福祉会館 

出席者    佐藤、猪狩、北島、後藤、傍島、津布久、原、伊藤、寺本 

                              (書記 後藤、検証 傍島) 

 

事務連絡 

 ・会員情報  会員数 54G＋個人 1 

 ・教科書共作専門チーム会合 8/22(金) 進捗状況は出版社により異なるが，概ね進んでいる。 

  実際の製作はこれからなので、正念場はこれから迎える   

   28 年度の中学校改訂に向けて、共同を打診されている。 

  教科書出版社の弱視者への理解が以前より進んでいるように感じる。 

 ・8 月 22 日著作権課への交渉  

  著作権法第 37 条 3項の問題を解決する姿勢ができた。 

  文化審議会著作権分科会の 法制・基本問題小委員会の検討テーマに入った。 

順調に審議が進めば、来年までに法整備予定。なお引き続き注目が必要。   

 ・広報活動として協議会のことを日盲連情報連絡網へ掲載してもらった。 

  弱問研「つうしん」へは掲載依頼中 

 ・ＨＰ掲載  7 月議事録 

 

議事                                 

１． 第三回勉強会準備 

 具体的な内容の決定 

  開催日時  平成 26 年 11 月 30 日(日) 13:00～15:30 

  場所  東京都障害者福祉会館 

  テーマ  「拡大写本の今後をさぐる」━弱視者が望む読書環境について 

  基調講演  筑波大学附属視覚特別支援学校教諭 宇野和博先生 

  パネルディスカッション  拡大教科書利用経験者 

 開催までのスケジュール、役割を検討 

 

２．文部科学省への要請内容の検討 

     高校の拡大教科書の差額補償のことについて検討 

 

３．大同生命厚生事業団からの助成決定に伴い、具体的用途について検討 

     教科書の次のステップとして「副教材の製作と提供の基盤強化」に役立てる。 

 

 

 

 

 

次回以降世話人会の予定等。 

９月２４日  ９月定例会 

１０月２２日 １０月定例会 

 １１月２６日 １１月定例会 

時間：１３：３０～   場所：東京都障害者福祉会館に於いて 



2014 年 9 月 

全国拡大教材製作協議会 世話人会 9 月  議事録 

 

日時・場所 2014 年 9 月 24 日 13：30～  東京都障害者福祉会館 

出席者   佐藤、猪狩、北嶋、後藤、傍島、原、伊藤、寺本 

欠席    津布久 

傍聴    金沢こだまの会 拡大写本グループ  由井 

（書記 傍島、検証 原） 

 

議事・内容 

1. 事務連絡 

・会員情報  会員数 54 グループ＋個人 1 人                                                         

・27 年度用拡大教科書等問い合わせ状況 6 件 7 名 31 教科 

・弱問研 並木代表と佐藤代表が面談予定  (10 月 3 日) 

・ＨＰ掲載  勉強会関連をトピックスに更新 

27 年度依頼事務関連の情報を HP に掲載提案  

                       

2. 議事 

① 第 3 回勉強会関連  

これまでの進捗状況報告、チラシ、ハガキ発送 招待者決定、手紙を送付予定（佐藤代表） 

② 文科省への要請のための検討 

   具体的要請内容 １．高校拡大教科書の差額負担（特に視覚支援学校高等部、普通高校の生徒に 

             対して） 

２．副教材の差額保証 

③ 大同生命厚生事業団 助成金獲得 9 月 29 日贈呈式 猪狩さん出席 

  助成金の使用目的：拡大副教材が必要な利用者が費用の面で諦めることがないよう、支援してい 

くこと。 

  助成金獲得報告と使い方のルールを 12 月の会報で周知し、必要なグループに申請してもらう。 

 

3．その他 

   富士ゼロックス社主催 「拡大教科書等の普及促進に関する講習会」2014 年 9 月 9 日 於名古屋 

からの報告（猪狩副代表） 

 

次回世話人会の予定 

  10 月 22 日 定例世話人会 13：30～   

  東京都障害者福祉会館に於いて 



全国拡大教材製作協議会 世話人会  10 月定例会 議事録 
 
日時・場所  ２０１４年 １０月２２日 １３：３０～    東京都障害者福祉会館 

出席者    佐藤、猪狩、北島、後藤、傍島、津布久、原、寺本、伊藤 

 

０．本日の書記と検証の方を選出               書記 原  検証 津布久 

議事                                 

１．事務連絡 

２．予定議事 

３． その他 

 

内容 

 １．○会員情報  特になし 

   ○平成２７年度拡大教材問い合わせ状況 

     加須、小松、町田、豊中、中央区、新潟 etc. ３７科目  手配済 

     和洋九段 副教材６科目  教科書 １グループで作成 

          副教材３グループに分散の予定⇒作成の仕様などで共有事項は相互確認 

すると良いのではないか。 

                         四街道窓口でお願いし了承いただく 

   ○出版社コラボ専門チーム報告  平成２８年度改訂 中学教科書コラボ 

                   学校図書  国語１から３年、書写 

                   清水書院  歴史、公民 

                   日文    数学１から３年    ９タイトル依頼 

                   ５グループで作成を分担する予定 

   ○HP 掲載の修正  弱問研のリンク括りがボランティアに入っている為修正依頼 

 

 ２．予定議事 

  ●勉強会（第３回）の進捗状況 

    実施計画の具体化 

     宇野先生基調講演のテーマを確認しプログラムに掲載 

プログラム、配布資料、アンケートは１１月に印刷 

    当日の係り分担の確認 

    出欠席  会員  現在２８G ７２名の参加予定  

         外部  来賓案内として１８日案内送付済 

    参加パネラー ４名確定 

    韓国視覚障害支援センターより打診あり  ３名での参加 

      ⇒拡大作成状況などの見学も希望 １２月２日（火）活動のグループに打診 

    弱問研「つうしん」NO４２４ １１月号に勉強会の案内を掲載 

  ●文科省への要請のための文書検討 

    高校拡大教科書、副教材の差額に関する要望書（弱問研との共同作成） 

     文書案を検討 

  ●大同生命厚生事業団よりの助成受託金の協議会内要領の作成 

     会報掲載予定文、申込用紙、報告書の案を検討⇒修正して再度検討予定 

 ３．その他 

  ○平成２７年度以降の世話人会の役割について 

     改革案の提示⇒次月以降検討し年度内に案をまとめる予定 

 

次回世話人会の予定等。 

  １１月 ２６日  世話人会 

１３：３０～   東京都障害者福祉会館に於いて 

勉強会資料印刷のため参加できる方のみ１３：００〜印刷作業予定 



全国拡大教材製作協議会 世話人会  １１月定例会 議事録 
 
日時・場所  ２０１４年 １１月２６日 １３：３０～    東京都障害者福祉会館 

出席者    佐藤、猪狩、北島、後藤、傍島、津布久、寺本、伊藤 

 

０．本日の書記と検証の方を選出               書記 津布久  検証 寺本 

議事                                 

１．事務連絡 

２．予定議事 

３． その他 

 

内容 

 １．○会員情報  変更なし  （５４Ｇ＋個人１） 

    

   ○出版社コラボ専門チーム報告  平成２７年度改訂 小学教科書進捗状況の把握 

    覚書は締結され校正の段階へ  製作環境の違いがあるので注意深く見守る必要あり 

                    

 

 ２．予定議事 

  ➢勉強会（第３回）の推進 

    ＊実施計画の最終確認 

            

    ＊当日の係り分担の確認 

    出欠席  会員  ３１Ｇ ７８名の参加予定  

         外部  来賓へ１８日案内送付済 

     

    ＊来賓・見学 １０名ほどを予定 

    ＊出欠管理表の作成 

    ＊ＮＨＫラジオ「視覚障害ナビ・ラジオ」の取材の承認 

    ＊DVD を撮るに当たりパネラーへの撮影許可を取る必要あり 

  ➢文科省への要請のための文書検討 

    高校拡大教科書及び副教材の差額に関する要望書（弱問研との共同作成） 

     文書案を検討 

⇒選挙が行われることもあり文案を検討中 

 

  ➢大同生命厚生事業団よりの助成受託金の協議会内要領の作成 

     ⇒次号の会報に掲載  

 

  ➢その他 
１２月に会報を発送する。そのための編集打ち合わせを行った 

 

平成２７年度以降の世話人会の役割について 

       今後検討し年度内に案をまとめる予定 

 

  

次回世話人会の予定 

          １２月 １７日（水）  世話人会 

１３：３０～   東京都障害者福祉会館に於いて 

会報印刷のため参加できる方のみ１３：００〜印刷作業予定 



２０１４年１２月 

全国拡大教材製作協議会 世話人会 １２月 定例会  議事録 
日時・場所  ２０１４年 １２月１７日 １３：００～    東京都障害者福祉会館  

出席者    佐藤、猪狩、伊藤、北嶋、後藤、傍島、津布久、原、寺本、 

   

０．本日の書記と検証の方を選出               書記 寺本  検証 猪狩  

   

議事・内容                                  

１．事務連絡  

○会員情報 変更無し（会員数 54G＋個人 1） 

○問い合わせ 新１年生についての問い合わせ３件有り、ボランティア団体につなぐ。          

○専門チーム報告 中間報告を提示予定で準備を進めている 。   

○HP 掲載 kanri@kakudai.org の受信 一時メールが届かないトラブルがあったが、現在は復旧している。  

      拡大写本るーぺの会 をリンクに追加  

 

２．議事    

○第 48 号会報発送  

○勉強会（第３回）の報告 アンケート結果より  

＊世話人会への要望について  

・ホームページに会員の声を届けるスペースを作ってほしい。→会員間のブログを作ること等を検討   

・障害者を障がい者と記載する。              

・関係機関とのアプローチ→グループで直接働きかけることを薦める。  

・現在拡大教科書を利用している人の話が聞けるような方法を考える。  

・関連の催し物などの外部情報を収集する努力をしトピックに掲載する。  

○助成受託金（大同生命厚生事業団）の協議会内活用要領の作成  

＊費用配分のしかたを考える。  

○文科省への要請のための検討  

＊差額負担の件   

＊拡大教科書のリストの件 出版社＋ボランティア あるいは、標準サイズ以外のケースにおいて 

ボランティアの存在を表示してもらえないか 

  

３．その他  

○平成２７年度前半の世話人会スケジュールと会議室申請について 

       

                                            以上 

 

次回世話人会の予定 

 １月２８日 １月定例会 １３：３０～   東京都障害者福祉会館に於いて 

 



２０１５年３月  

全国拡大教材製作協議会 世話人会 ３月定例会 議事録 

 
日時・場所： 平成２７年３月２５日 １３：３０～   東京都障害者福祉会館 

出席者： 佐藤、伊藤、北嶋、後藤、傍島、津布久、原、寺本、猪狩 

     土屋暢子様      

 

０．本日の書記と検証の方を選出        記録 猪狩  検証 伊藤  

 

議事・内容 

1. 事務連絡 

 会員情報  ３月入会（秦野市拡大写本赤十字奉仕団）（会員数 55Ｇ+個人１） 

 問い合わせ  新入生・転入生の問い合わせ７件、ボランティア団体に繋げる

も依頼に至らないところもあり    

 専門チーム報告 教科書協会との打ち合わせの予定 

 文部科学省特別支援教育課より依頼（季刊「特別支援教育（58 号）」６月発行）

寄稿  

 ＨＰ掲載 会報等の更新を依頼 

 

2. 予定議事  

 第 49 号会報 発送 

 実績表提出依頼・会員登録届 会報に同封 

 助成受託金（大同生命厚生事業団）の協議会内活用要領 

申請状況：複数グループより申請有り 

        

3. その他 

 世話人会に先立ち、富士ゼロックス首都圏の中里様と複写機利用支援について

意見交換をする。 

 助成受託金の活用等についてのご意見を土屋様より伺う。世話人会の見解、意

見交換をする。 

 ２８年度以降の世話人会改革の準備 

     （代表の選出（交替）の容易性、世話人の役割の密度） 

 世話人会（１月は新年顔合わせ・事務連絡のみ，２月は中止）の議事録なし  

 

 

次回世話人会 

    平成２７年４月２２日(水) 午後１時３０分～ 

    東京都障害者福祉会館  

 

 

 

 


	sewaninkai201404
	sewaninkai201405
	sewaninkai201406
	sewaninkai201407
	sewaninkai201408
	sewaninkai201409
	sewaninkai201410
	sewaninkai201411
	sewaninkai201412
	sewaninkai201503

